
JDFLEX シリーズ
水道につなぐだけで安全・簡単・確実に最適な希釈が出来る洗浄システム

JDFLEX床用アルカリ除菌洗剤ND
1.5L

JDFLEX除菌・漂白剤
5L

JDFLEX中性洗剤
1.5L

JDFLEX多目的除菌洗剤ND
1.5L

特長１ 安全
JDFLEXは密閉容器ですので作業者が原液に触れてしまう
心配がありません。
アルカリ性の液剤などを安心してご使用いただけます。

特長４ メンテ不要
JDFLEXは希釈機能が容器ごとについている“使いきりタイ
プ”です。従来の希釈装置と違い、定期メンテナンスや故障
等によるパーツ交換が不要です。

特長３ 確実（正確）
JDFLEXは各アイテムの中身（液体）に応じた専用希釈機構を
設けております。ダイヤルを合わせるだけで目的の濃度を設
定できるので、作業者による「薄すぎる・濃すぎる」を無くし
、効果＆コストを最適化致します。
※水圧・温度により、若干倍率が変動します。　使用推進環境、環境温度：15～30℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　水　　温：2～45℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　水　　圧：0.10～0.45MPa

特長２ 簡単
JDFLEXは
①水道にワンタッチでつないで、
②蛇口を全開にして、
③レバーを押す
だけで、どなたにも簡単にご使用いただけます。

<使用条件>
水 温 ： 2～45℃
水 圧 ： 0.10～0.45MPa

業務用

製品紹介動画

使用方法動画



JDFLEXシリーズ

1.5L×4本／ケース

用途：厨房内の油汚れから什器類、ガラス面までの洗浄・除菌に。JDFLEX 多目的除菌洗剤ND（アルカリ性）

日常の油汚れ
(レバーを途中で止める)
20倍

什器類、ガラス面などの
拭き掃除100倍

①専用ホースをボトル本体と水道の蛇口にしっかりつなぎ、
　蛇口を全開にします。

②用途に応じてダイヤルを選択します。

③注ぎ口をスプレーボトルやバケツに差し込みます。

④レバーを下げて、希釈液を注ぎます。
　※レバーが戻らないようにロックすることもできます。
⑤注ぎ終わったら、ダイヤルを「　　」にセットし、
　蛇口を閉めてください。

最後まで押さない

◆20倍時はレバーを途中の固くなる所で止める。

1.5L×4本／ケース

用途：厨房床などの油汚れの洗浄・除菌に。

通常の油汚れ(日常用)
100倍

強度の油汚れ(局所用)
50倍

①専用ホースをボトル本体と水道の蛇口にしっかりつなぎ、
　蛇口を全開にします。
②用途に応じてダイヤルを選択します。
　(通常の洗浄は「薄い」ダイヤルを使い、ひどい汚れの場合は「濃い」
　ダイヤルに変えて部分散布します。)
③噴射口を対象物に向けて、レバーを下げて、
　“部屋の隅から順番に、1秒間に2平米程度”を目安に散布します。
　(目線よりも上に向けて散布しないでください。)
　※レバーが戻らいようにロックすることもできます。
④散布が終わったら、ダイヤルを「　　」にセットし、
　蛇口を閉めてください。
⑤デッキブラシでこすり洗いし、その後「　　」にセットしすすぎます。

JDFLEX 床用アルカリ除菌洗剤ND（アルカリ性）

1.5L×4本／ケース

JDFLEX 中性洗剤 用途：食器、調理器具用などの洗浄。野菜・果物の洗浄。

強度の油汚れ
(スポンジ洗い)
(レバーを途中で止める)
12倍
日常の油汚れ
(スポンジ洗い)
(レバーを途中で止める)
30倍

つけ置き洗い
食器洗浄機の予備洗浄
1800倍

①専用ホースをボトル本体と水道の蛇口にしっかりつなぎ、
　蛇口を全開にします。
②用途に応じてダイヤルを選択します。
③注ぎ口をシンクや小分けボトルに差し込みます。
④レバーを下げて、希釈液を注ぎます。
　※1800倍使用時には、レバーが戻らないようにロックすることもできます。
⑤注ぎ終わったら、ダイヤルを「　　」にセットし、蛇口を閉めます。
◆希釈液をシンクに注ぎ終わったら、食器類をシンクに浸し、
　スポンジなどでこすり洗いします。その後、清水ですすぎます。
◆希釈液を小分けボトルに注ぎ終わったら、しっかりとキャップ
　を付け、スポンジに適量付けて食器類をこすり洗いします。
　その後、清水ですすぎます。

最後まで押さない

◆12倍・30倍使用時はレバーを途中の固くなる所で止める。
◆10倍・100倍使用時はレバーを途中の固くなる所で止める。

5L×2本／ケース

用途：調理用具・フキン類などの除菌・漂白に。JDFLEX 除菌・漂白剤（アルカリ性）
除菌用途
標準(200ppm)

漂白用途
200倍(600ppm)

強力除菌用途
100倍(1200ppm)

強力漂白用途
15倍(8000ppm)

①専用ホースをボトル本体と水道の蛇口にしっかりつなぎ、
　蛇口を全開にします。
②用途に応じてダイヤルを選択します。
③注ぎ口をシンクやバケツに差し込みます。
④レバーを下げて、希釈液を注ぎます。
　※レバーが戻らないようにロックすることもできます。
⑤詰まり防止のため注ぎ終わったら、ダイヤルを「　　」
　にセットして約10秒間水を流してから、ダイヤルを
 「　　」にセットし、蛇口を閉めてください。

最後まで押さない

◆標準（200ppm）使用時は塩素チェッカーによる濃度
　の確認を行ってください。

◆15倍・100倍時はレバーを途中の固くなる所で止める。

共通ダイヤル 水 止 使用不可 注）使用後は蛇口を閉じて、ホースを外してください。

■お問い合わせ･ご用命は･･･

●本 社／〒231－0023　横浜市中区山下町22番地 (山下町SSKビル)
　　　お客様ご相談窓口  TEL.045－640－2280   FAX.045－640－2216

禁転載 200600-2106-ST

For more infomation visit www.cxs.co.jp


